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2研究開始時のDMPは「大学との協議」、さらに各届出項目を兼ねる

リポジトリ登録（KURA, IRDB）

GakuNin
保管済

メタデータのみ
JAIRO Cloud 掲載

分譲
委員会

データ公開申請

公開区分
許可

提供、制限共有 制限公開

GakuNin RDM →
JAIRO Cloud 移⾏

⾮制限公開
新サーバ
から公開

他から公開GakuNIN RDM
の共有機能

共有設定

DMP提出

項⽬確認

DMP受理

研究開始時 研究中（データ保管）

サーバ利⽤届

審査

GakuNin RDM認証
サーバ
または

新多機能サーバ
の利⽤許可

DMP情報
活⽤

研究終了後データ公開 オープンアクセス促進

論⽂リポジトリ
登録申請

DMP情報を下流で活用する。
・各届出の自動入力（情報更新）
・管理用、公開用メタデータへと移行

KURA:⾦沢⼤学学術情報リポジトリ
IRDB:学術機関リポジトリデータベース

⾦沢⼤学 オープンサイエンスシステム（KU-OSS）

利⽤

論⽂根拠データ
の紐付け

現在はGakuNin RDM認証のみ
制限公開等も可能な多機能
サーバの供⽤開始は年度内を予定

同時にDMPを図書館に知らせて、
外部資⾦と論⽂を紐付けたOAが可能になります。



3本システムの基本的な利用の流れ 

① メタデータを新規作成する【 p14 】

② メタデータを記入する【 p18 】

③ メタデータに対してワークフロー申請する【 p21 】

④ 申請状況を確認する【 p24 】



4KU-OSSへのログインは、アカンサスポータルから

⾦沢⼤学オープンサイエンス
システム (KU-OSS)

ポータルからログイン可能となる予定



5表紙画面へ遷移



6トップページへ遷移
（もし、他の画⾯が表⽰された場合は、「トップページ」をクリック） English version is available.

附属図書館は，論⽂のオープンアクセス化を⽀援します！ ⾦沢⼤学学術情報リポジトリ(KURA)への論⽂登録

④

DMP作成 サーバ利⽤届

KURA登録申請
（グリーンOA, ゴールドOA） データ公開・共有・提供届

①

③

②

④



7初めての方は、「研究開始前」から「研究資金を選択」してDMP作成へ

該当する研究資⾦を選択（「外部資⾦によらない研究」も選択可能）

これ以外の研究資⾦についても加える予定
（該当する⽅は、ご連絡お願い致します。）



各項⽬を⼊⼒し、保存（必須項⽬を⼊⼒しないと保存できません） FA様式に準じた.xlsxファイルで作成する場合は、
「様式ダウンロード」し、記⼊後
「エクセルインポート」



本⼈⽒名、記載⽇等は⾃動⼊⼒されますが、必須項⽬（研究課題名等）は⼊⼒しないと受け付けません。



1)保存することによりメタデータIDなどの⾃動⼊⼒項⽬が付与される。
2)内容を確認し、提出開始。



3)「申請提出」のポップアップ画⾯が表⽰される 4)ワークフロー「DMP提出」を選択

5)OK



6)「タイトル」に「DMP提出」と⾃動⼊⼒されるので、続けて「研究課題名を⼊⼒」してください。

7)申請提出



8)「申請済み」となったことを確認



「メタデータ⼀覧」のリストに掲載されます。

「申請書提出⼀覧」のリストにも掲載されます。



15本システムを用いた諸届（サーバ利用届、データ公開届等）

① 届を提出するメタデータライフサイクルで、新規作成する【 p30 】
② メタデータを記入する【 p18 と同じ】

③ メタデータに対してワークフロー申請する【 p21 】
④ 申請状況を確認する【 p24 】

B DMPを作成していなかった場合

① 作成済のメタデータを読み込む【 p26 】

② 提出したいメタデータライフサイクル（フェーズ）に移動する【 p28 】

③ メタデータに追記、訂正する【 p18と同じ 】
④ ワークフロー申請する【 p21と同じ 】
⑤ 申請状況を確認する【 p24 】

A DMPを作成済みの場合



16DMPを作成後、GakuNIN RDMを初めて利用する方は

1)DMP提出済のかたは、「メタデータ⼀覧」から提出済のDMP(メタデータ)を選択

2) ⾃分の作成したメタデータが⼀覧できるので、GakuNIN RDMを使いたい研究課題名の鉛筆マークを選択



1)選択したDMP(メタデータ)が表⽰される。 2)「データ管理」を選択

3)ポップアップ画⾯が現れたら、「OK」



３）「データ管理」のフェーズ（メタデータライフサイクル）に遷移。 4)「編集」により書込、修正が可能に



５）サーバ利⽤届（GakuNin RDMの利⽤申請）を提出する場合は、「データの保管場所」を
「GakuNin RDM」と選択してください。 ２）「保存」後「⼀括申請」注）してください。



注）研究者の⽅は、原則として「提出」ではなく、「⼀括申請」を選択してください。
これにより、DMPも同じ内容に更新されます。
「速やかにDMPの内容を更新しなければならない。更新箇所が明確となるように明⽰したDMPを本学
に再提出する。」というは可能な限り最新版に更新するという。実施細則第5条を⼀括申請をクリック
するだけ実⾏できます。



21GakuNIN RDMを初めて利用する方は「データ管理」からサーバ利用届へ

１）DMP未提出で、サーバ利⽤届を提出する⽅は、トップページ「研究開始前」から研究資⾦を選択してください。

これ以外の研究資⾦についても加える予定
（該当する⽅は、ご連絡お願い致します。）



22データのみを公開する場合、検索キーワード等を加えて公開届を提出

⾦沢⼤学リポジトリ（KURA）からメタデータのみの公開を予定



23

グリーンOAの場合、OSSを通す必要はありませんが、OSSを用いることにより、外部資金との紐付けが確実となります、
科研費等の４つの外部資金を獲得されている方は、論文発表時に、論文発表時に、論文発表届を提出いただくと図書
館に自動で情報が伝わり、金沢大学の機関としての評価に寄与できます。

外部資金を獲得されている方へのお願い

1)DMP提出済のかたは、「メタデータ⼀覧」から外部資⾦の研究課題
の鉛筆マークを選択



24外部資金を獲得されている方へ研究費と論文紐付のお願い

3)「論⽂発表後」を選択 4)論⽂タイトルとDOIの⼊⼒ 5)保存後、提出(p22参照)→図書館へ伝わる



25（参考）メタデータ一覧画面からも新規作成ができます。



26（参考）エクセルによる作成とアップロード（DMP作成のみ）。



27（参考）

ü 申請中 のワークフロー申請が1件以上存在する場合、メ
タデータを編集することができない。

ü メタデータに対して、エクセルのインポートから⼊⼒を⾏いた
い場合、以下条件を満たす必要がある。
Ø メタデータライフサイクル＝研究開始前であること。
Ø 表⽰しているレイアウトに対して、エクセルフォーマット
が登録されていること。（登録されていない場合、特
権担当者での設定が必要）

ü 追加情報欄のメモは作成者のみが編集・削除できる。他
のユーザは参照のみ可能。

ü 作成者(完全⼀致検索)×予算コード(完全⼀致検
索)×タイトル(曖昧⼀致検索)で、毎⽇メタデータの重
複チェックを⾏っている。重複対象がある場合、対象のメ
タデータに”重複”フラグが設定される。フラグが設定された
場合の対応は以下。
Ø 重複である場合⇒不要な⽅のメタデータを削除する。

重複でない場合⇒メタデータの詳細画⾯にて、右⼿順で重
複対象から除外する。⼀度除外すると、次回以降は重複ヒッ
トしない。 申請中（審査中）


